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と

く

し
ま

じ

ょ
う

か

ま

ち

（中
徳
島

町

一
丁
目
地
点
）

徳
鳥
市
中
徳
島
町

一
丁
目

一　
第

一
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
四
月
―
二
〇
〇

二
年
三
月
、
二
　
第
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年
四
月
―
八
月

側
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

原
　
芳
伸

・
近
藤
佳
人

・
喜
多
啓
二

・
樋
谷
久
代

・

高
橋
栄
子

・
前
田
綾
博

・
岩
佐
正
人

城
下
町
跡

江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

徳
島
城
下
町
遺
跡
中
徳
島

一

丁
目
地
点
は
、
徳
島
城
が
置
か

れ
た
城
山

（は
じ
め
渭
津
、
後
に

徳
島
に
改
名
）
の
東
側
、
現
在

動

は
徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校
の

徳

敷
地
内
に
位
置
す
る
標
高

（現

地
表
面
）
約
二
ｍ
の
近
世
城
下

町
遺
跡
で
あ
る
。

天
正

一
三
年

（
一
五
八
五
）
豊
臣
秀
吉
か
ら
阿
波
国
を
与
え
ら
れ
た
蜂
須
賀

家
政
は
、
徳
島
に
城
を
築
き
城
下
町
の
建
設
を
進
め
た
。
そ
れ
以
前
の
当
該
地

域
は
低
湿
地
で
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
時
代
以
前
の
遺
跡
は
あ
ま
り
見
つ
か
っ
て

い
な
い
。
城
下
町
は
城
の
あ
る
城
山
を
中
心
と
し
て
、
新
町
川

・
助
任
川
な
ど

の
網
目
状
に
流
れ
る
河
川
に
広
が
る
中
州
に
よ
り
で
き
た
六
つ
の
島
を
中
心
に

形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
よ
り
住
居
区
分
が
あ
り
、
当
該
地
区

は

「惣
構
」
と
呼
ば
れ
る
徳
島
城
の
外
郭

「徳
島
」
に
位
置
す
る
。
三
五
〇
石

取
り
か
ら
四
〇
〇
〇
石
取
り
ま
で
の
中

・
上
級
武
士
の
屋
敷
が
広
が
る
地
区
で

あ
る
。
調
査
地
に
は
時
代
に
よ
っ
て
二
軒
か
ら
四
軒
の
屋
敷
が
、
文
献
や
絵
図

な
ど
の
資
料
に
よ
り
確
認
さ
れ
る
。
元
禄
四
年

（
三
ハ
九
こ

の

「御
山
下
画

図
」
（綱
矩
様
御
代
御
山
下
画
図
）
よ
り
、
坪
内
家

（
一
〇
〇
〇
石
）、
山
田
家

（
一

〇
〇
〇
石
）、
立
木
家

０
一三
ｏ
石
）、
太
田
家

（四
〇
〇
石
）
の
存
在
が
、
ま
た

天
明
年
間

（
一
七
八
一
―
八
九
）
の

「御
山
下
画
図
」
な
ど
か
ら
、
こ
れ
以
降
幕

末
に
か
け
て
は
坪
内
家
と
家
老
で
四
〇
〇
〇
石
取
り
の

「蜂
須
賀
駿
河
喜
儀
」

の
屋
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

屋
敷
地
か
ら
は
多
数
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
の
出
土
遺
構
は
い
ず
れ

も
廃
棄
土
坑
で
、
多
量
の
陶
磁
器
や
土
製
品

・
木
製
品
な
ど
の
遺
物
が
共
伴
し

て
い
る
。

木
簡
は
計
三
二
点
出
土
し
た
。　
第

一
次
調
査
区
の
Ｓ
Ｋ
四
〇
五
五

（二

点
）
。
Ｓ
Ｋ
四
〇
五
二

（四
占
ё
は
、　
一
七
世
紀
後
半
の
上
坑
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
三

徳
島
・徳
島

城

下
町
遺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代
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〇
六
六

（
一
点
）
は
一
人
世
紀
中
頃
の
上
抗
で
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
屋
敷
地

内
の
ゴ
ミ
穴
で
あ
る
。

第
二
次
調
査
区
は
第

一
次
調
査
区
の
東
側
に
続
く
調
査
区
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ
四

一
四
九

（二
点
）
は
坪
内
家
屋
敷
奥
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
土
坑
で
、
そ
の
北

の
屋
敷
境
付
近
に
あ
る
の
が
Ｓ
Ｋ
三
二
二
九
土
坑

（八
点
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら

も
全
て
屋
敷
地
内
の
ゴ
ミ
穴
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第

一
次
調
査

Ｓ
Ｋ
四
〇
五
五

ω
　
。
「
＜
山
田
醐
回マ
聡
阿
ハ
猪
山
な
」

。
「
＜
五
ツ
之
内
　
山
田
彦
八
郎
」
　
　
　
　
　
μω撰
や授
ヽ
８
ф

②
　
。
「た
ふ
八
た
も
　
　
」

・
甲

人

た

ん

巌

酬
宅

　

　

　

　

　

　

牌授

Ｓ

益

目

Ｓ
Ｋ
■
０
五
二

０
　
。
「
＜
申
庄
□
□
□
　
　
　
　
　
」

〔
与
力
〕

。
「
＜
五
斗
口
□
回
□
□
ロ
ェ
門
」
　
　
　
　
　
μω受
囀受
ヽ
８
ω

い
　
・名
＜
口
Ｈ
Ｈ
□
」

。
「
＜
四
斗
入
　
」

①
　
。
「
＜
口
Ｈ
Ｈ
回

。
「
＜
□
く
か
し
さ
ま
御
内

①
　
。
「
＜
口
回

〔壱
力
〕

。
「
＜
同
百
日
Ｈ
国

Ｓ
Ｋ
三
０
六
六
〔置
力
〕

０

　

留
□
口
回

一
一　
第
二
次
調
査

Ｓ
Ｋ
四

一
四
九

①

　

「
＜
■
□
□
□
」

Ｓ
Ｋ
ニ
二
二
九

⑪
　
。
「長
井
六
郎

。
「　
長
井
六
助

長
井
六
郎
右
衛
門
」

□

ま

い
る

含

い
・じ

Ｘ

（
Ｎ
ｏ

ｘ
の
　
０
中
∞

（
ｏ
∞
）
×
Ｐ
ω
×

∞
　
０
∞
Φ

（
騨
や
０
）
※
】
ω
×
い
　
０
枷
騨

０
い
×

Ю
Ｏ
×

ヽ

　

一
∞
∞

ド
や
ф
×

Ｏ
ω
×

ｒ
Ｏ
　

Ｏ
ｕ
Ｐ
　

　

線
一

！
∞
雨

Ｘ

〕
い
Ｘ

ヽ
　

⇔
∞
∞
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ヽ
ツ
れ
Ｌ

「新
平
」

「岩
山
所
」

滓
μ
］
〉
〈
解
枷
×

∞
　
　
〇
の
岸

滓
∞
卜
×

ｏ
ｏ

×

『
　

ｏ
ω
∽

ω
は
上
端
部
の
左
右
に
切
り
込
み
が
入
る
。
山
田
彦
人
郎
か
ら
兄
で
あ
る
山

田
織
部
に
宛
て
た
荷
札
木
簡
で
あ
る
。
「阿
ハ
ノ
猪
山
よ
り
」
と
読
む
と
、
送

り
主
山
田
彦
八
郎
は
徳
島
に
、
宛
先
の
山
田
織
部
は
国
外

（江
戸
か
）
に
い
る

こ
と
に
な
る
。
②
は
量
目
を
示
す
荷
札
木
簡
か
。
裏
面
五
文
字
目
は

「緒
」
ま

た
は

「指
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
０
は
、
何
波
で
は

一
俵
が
五
斗
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
つ
て
お
り

（根
津
寿
夫

「徳
島
藩
中
老
酒
部
家
出
上
の
荷
札
木
簡
に
つ
い

て
」
徳
島
考
古
学
論
集
刊
行
会

『論
文

徳
島
の
考
古
学
』、
二
〇
〇
二
年
）、
お
そ
ら

く
米
俵
の
荷
札
で
あ
ろ
う
。
「中
庄
村
」
と
す
れ
ば
同
村
に
領
地
の
あ
っ
た
給

人

（藩
士
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
出
土
地
点
の
居
住
者
の
領
地
に
は
該

当
し
な
い
。
い
は
上
端
部
の
左
右
に
切
り
込
み
が
入
り
、
「四
半
入
」
米
俵

（米
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
）
を
示
す
。
反
対
面
に
は
年
貢
貢
納
者
の
人
名
と
思

わ
れ
る
墨
書
が
確
認
で
き
る
が
判
読
で
き
な
い
。
い
の

「ま
い
る
」
は
私
的
表

現
で
、
女
性
に
宛
て
た
品
物
の
付
札
の
可
能
性
が
あ
り
、
武
家
社
会
の
贈
答
関

係
が
窺
え
る
木
簡
で
あ
る
。
０
は
上
端
部
左
右
に
切
り
込
み
が
入
り
下
端
部
は

折
れ
て
い
る
。
表
面
は
判
読
不
能
。
裏
面
の
一
文
字
目
は

「壱
」
か
。
⑭
は
上

端
部
は
折
れ
て
お
り
下
端
部
は
尖

っ
て
い
る
。
①
は
上
端
部
左
右
に
切
り
込
み

が
入
り
、
下
端
部
は
尖
る
。　
一
文
字
目
は

「
▲
」
の
形
に
墨
で
文
字
を
塗
り
つ

ぶ
し
て
い
る
。
①
は
上
端
部
が
稜
な
し
で
尖
り
、
下
端
部
は
直
頭
型
を
呈
す
る
。

表
面
は
平
面
で
あ
る
が
、
裏
面
は
木
材
の
側
面
の
曲
面
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て

い
る
。
両
面
に

「長
井
」
姓
の
三
名
の
人
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人

物
は
、
坪
内
家
と
道
を
挟
ん
だ
向
か
い
の
屋
敷
の
住
人
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る

（天
明
年
間
の

「御
山
下
画
図
し
。
⑩
は
下
端
が
尖

っ
て
い
る
。
「新

平
」
は
人
名
と
思
わ
れ
る
。
ω
は
縦
長
で
方
形
の
木
札
で
あ
る
。
用
途
は
不
明
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
徳
島
市
立
徳
島
城
博
物
館
の
根
津
寿
夫
氏
の

ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

側
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『徳
島
城
下
町
遺
跡
　
中
徳
島
町

一
丁
目
地

点
―
徳
島
県
立
城
東
高
等
学
校
校
舎
改
築
工
事
関
連
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告

童
屋

（徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
五
七
、
二
〇
〇
四
年
）（田
所
賢
治
）




